
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」

当
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
職
員

活

動

開

始

に
よ
る
下
刈
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
何
せ

少
数
精
鋭
。
（
？
）

６
月
８
日
（
水
）
、
標
茶
町
雷
別
地
区

ま
た
、
装
備
品
も
草
刈
と
い
え
ば
刈
払

国
有
林
で
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
活
動

機
で
す
が
、
排
気
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
エ

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
雷
別
ド
ン

コ
な
機
械
が
１
台
と
、
寂
し
い
状
況
と
な

グ
リ
倶
楽
部
」
が
、
第
１
回
目
の
活
動
を

っ
て
お
り
ま
す
。

行
い
ま
し
た
。

下
刈
は
適
期
に
行
う
作
業
。
雷
別
ド
ン

今
回
の
活
動
は
、
広
葉
樹
苗
木
の
植
樹
。

グ
リ
倶
楽
部
会
員
の
皆
様
の
奮
闘
に
期
待

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ

し
て
お
り
ま
す
。

モ
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
苗
木
を
慣
れ
た

手
つ
き
で
、
次
々
と
雷
別
の
地
に
植
え
て

※
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
は
、
定
員
に

い
き
ま
す
。

達
し
た
の
で
、
今
年
度
の
会
員
募
集

手
際
が
良
い
の
で
、
予
定
よ
り
早
く
作

は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

業
が
終
了
し
た
ほ
ど
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
自
分
が
植
え
た
苗
木
が
枯

れ
ず
に
生
長
す
る
か
？

気
に
な
り
ま
す

よ
ね
。

そ
こ
で
、
昨
年
６
月
に
、
ハ
ル
ニ
レ
と

ヤ
チ
ダ
モ
を
植
樹
し
た
場
所
に
移
動
し

て
、
苗
木
の
生
長
を
観
察
す
る
こ
と
に
し

さ
て
、
７
月
６
日
の
第
２
回

雷
別
ド

ま
し
た
。

ン
グ
リ
倶
楽
部
で
は
、
下
刈
を
予
定
し
て

昨
年
の
秋
に
確
認
し
た
時
は
、
順
調
に

い
ま
す
。

生
長
し
て
、
健
全
な
姿
を
し
て
い
た
の
で

植
樹
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
植
え
た

す
が
・
・
・
。

木
の
保
育
も
必
要
で
す
。

所
々
に
、
葉
の
つ
い
て
い
な
い
苗
木
が

雨
降
り
が
多
く
、
気
温
も
低
め
と
、
日

見
え
ま
す
。
枯
れ
枝
を
地
面
に
刺
し
た
よ

の
光
の
が
恋
し
く
な
り
ま
す
が
、
た
く
ま

う
な
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
い
笹
と
雑
草
は
、
悪
天
候
で
も
確
実
に

近
づ
い
て
樹
皮
を
見
る
と
、
動
物
に
か

生
長
し
て
い
ま
す
。

じ
ら
れ
た
跡
が
確
認
で
き
ま
す
。

放
置
す
れ
ば
、
苗
木
は
笹
や
雑
草
に
被

冬
期
間
に
、
野
ウ
サ
ギ
、
野
ネ
ズ
ミ
の

圧
さ
れ
、
動
物
の
食
害
ど
こ
ろ
か
、
そ
の

食
害
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

前
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

防
鹿
柵
を
設
置
し
て
、
エ
ゾ
シ
カ
の
対

毎
年
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

策
は
と
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
動
物
の
方

苗
木
を
植
え
て
い
る
の
で
、
下
刈
を
必
要

が
役
者
が
一
枚
上
の
よ
う
で
す
。

と
す
る
面
積
は
、
年
々
増
え
て
い
き
ま
す
。

野ウサギ、野ネズミによる被害を説明中。「あら～」
とがっかりしたようすの声が聞こえてきました。
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若

葉

と

緑

「
塩
」に
銘
柄
が
あ
っ
た
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
数
多
い「
た
ば
こ
」の
銘
柄
の

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
広
葉
樹
の

な
か
に
、若
葉
と
緑
が
あ
り
ま
す
。

若
葉
の
や
わ
か
ら
い
緑
が
鮮
や
か
で
、

と
て
も
き
れ
い
で
す
。

「
わ
か
ば
」

ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
常
緑
針
葉
樹
の

昭
和

年
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る

41

濃
い
緑
と
、
枯
れ
木
の
よ
う
に
見
え
る

タ
バ
コ
。
現
在
の
価
格

円
！

290

落
葉
広
葉
樹
の
な
か
で
、淡
い
緑
が
映

え
て
見
え
、
木
々
の
躍
動
す
る
生
命
力

「
み
ど
り
」

を
感
じ
ま
す
。

昭
和

年
～
昭
和

年
ま
で
販
売
さ

32

47

こ
の
緑
色
は
、
森
林
が
醸
し
出
す
専

れ
て
い
た
。
戦
後
初
の
ハ
ッ
カ
入
り

売
特
許
で
す
ね
。

タ
バ
コ
。

専
売
？

日
本
専
売
公
社
っ
て
あ
り

※「
三
公
社
五
現
業
」

ま
し
た
ね
。
公
社
と
い
え
ば「
三
公
社

最
近
の
「
わ
か
ば
」
は
、
セ
ロ
フ
ァ
ン

日
本
国
有
鉄
道
・
日
本
専
売
公
社

五
現
業
」。
昔
々
、
中
学
校
の
社
会
科
で

（
？
）で
梱
包
さ
れ
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
紙
質

・
日
本
電
信
電
話
公
社
の
三
公
社

習
い
ま
し
た
。（
当
時
、
現
業
の
１
つ
に

が
変
わ
り
、色
が
濃
く
な
り
、光
沢
が
強

と
、
郵
政
・
造
幣
・
印
刷
・
国
有
林

勤
め
る
な
ん
て
、
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

野
・
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
の
五
事
業

で
し
た
が
。）

ま
た
、「
喫
煙
は
、あ
な
た
に
と
っ
て
肺

の
総
称
。

「
塩
」と「
た
ば
こ
」は
、
専
売
制
で
し

が
ん
の
・
・
」等
の
警
告
表
示
や
紙
・

た
。
青
地（
紺
）に
白
字
で
「
塩
」、
赤
地

プ
ラ
な
ど
と
入
っ
た
た
め
、
文
字
の
配

今
後
の
予
定

（
朱
）に
白
字
で「
た
ば
こ
」と
書
い
た
ホ

置
が
窮
屈
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ウ
ロ
ウ
製
の
看
板
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

＊
野
生
生
物
自
動
撮
影
調
査

以
前
は
、
も
っ
と
淡
い
感
じ
で
、
昭
和

の
懐
か
し
い
感
じ
だ
っ
た
と
思
う
の
で

＊
７
月
６
日
（
水
）

す
が
。

第
２
回

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

さ
て
、
木
々
の
葉
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

＊
７
月

日
（
火
）

12

よ
う
な
、「
わ
か
ば
」と「
み
ど
り
」で
す

厚
岸
町
立
厚
岸
中
学
校

森
林
教
室

が
、
封
を
切
り
、
１
本
取
り
出
し
、
火
を

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
）

つ
け
、く
ゆ
ら
す
煙
と
い
え
ば
、若
葉
色

で
も
、緑
色
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

名
前
は
何
で
あ
れ
、「
た
ば
こ
」は「
た

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ば
こ
」な
の
で
紫
煙
で
す
。

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
下
さ
い
。
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